
















医学科
栃 木

1人
医学科
埼 玉

2人（1人）

平成28年度
入学者選抜試験実施状況大学ニュース

学科名 入学者数区分 [募集人員] 志願者数 第１段階選抜合格者数 受験者数 合格者数 入学辞退者数 追加合格者数

前期日程
[７５]
後期日程
[10]

推薦入試
[30]

帰国子女
[若干名]

私費外国人
[若干名]
合　計
[115]

２年次編入学
[5]

前期日程
[35]

推薦入試
[25]

帰国子女
[若干名]
社会人
[若干名]
合　計
[60]

３年次編入学
[10]

603
（244）

314
（123）

92
（49）

12
（7）

0
（0）

1021
（423）

149
（42）

526
（212）

50
（20）

91
（48）

11
（6）

0
（0）

678
（286）

24
（3）

150
（58）

40
（6）

124
（113）

119
（109）

75
（28）

10
（8）

30
（13）

1
（1）

0
（0）

116
（50）

5
（0）

61
（56）

2
（1）

2
（1）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

4
（2）

1
（0）

3
（2）

0
（0）

3
（2）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

3
（2）

1
（1）

2
（1）

73
（27）

11
（9）

30
（13）

1
（1）

0
（0）

115
（50）

5
（1）

72
（62）

68
（59）

35
（30）

3
（2）

2
（1）

34
（29）

44
（43）

44
（43）

22
（22）

0
（0）

0
（0）

22
（22）

2
（2）

2
（2）

2
（2）

0
（0）

0
（0）

2
（2）

6
（6）

5
（5）

2
（2）

0
（0）

0
（0）

2
（2）

42
（31）

42
（31）

10
（8）

3
（3）

3
（2）

10
（7）

60
（55）

医学科

（　）内数字は、内数で女子を示す。

看護学科

入学者選抜試験実施状況

高等学校等卒業年別入学者状況 出身高等学校等所在都道府県別入学者状況

175人（105人）総
計

医学科
北海道

1人

医学科
茨 城

2人（2人）
医学科
東 京

12人（7人）

医学科
富 山

1人
看護学科
石 川

1人（1人）

看護学科
沖 縄

1人（1人）

医学科
兵 庫

1人（1人）

看護学科
インド

1人（1人）
看護学科
カナダ

1人（1人）
医学科
アメリカ

1人（1人）

115人（50人） 60人（55人）看護学科医学科

医学科
岐 阜

2人（1人）
看護学科

1人（1人）
合 計

3人（2人）

医学科
愛 知

24人（8人）
看護学科

6人（6人）
合 計

30人（14人）

医学科
静 岡

44人（17人）
看護学科

48人（43人）
合 計

92人（60人）

[編入者を除く]

[編入者を除く]

看護学科

60人
52人平成

28年

平成
27年
平成
27年 4人

1人平成
19年1人平成

23年2人平成
25年

1人

医学科

115人 平成28年

69人
平成27年

  34人

平成
26年
平成
26年 9人

1人平成
24年 1人平成

22年 平成
13年

医学科
大 阪

2人（2人）

医学科
京 都

3人（1人）
医学科
滋 賀

1人（1人）

医学科
三 重

2人
医学科
山 梨

1人
看護学科

1人（1人）
合 計

2人（1人）

医学科
神奈川

15人（8人）

Research theme
I am now a second year Doctoral Degree Student at the 
Department of Orthopedics Surgery, studying and 
researching under the supervision of Prof. Yukihiro 
Matsuyama and Assoc. Prof. Hironobu Hoshino. My 
major is joint surgery with a specialization in hip 
arthroplasty and arthroscopy. Within the first year at 
HUSM, I have already finished my first research focusing 
on the hip parameters and their clinical application in 
osteoporosis status diagnostic in elderly patients. I am 
currently working on the second research concerning the 
use of 3D imaging in analyzing and simulating hip joints 
dynamically in the currently interesting hip disease: 
femoral acetabular impingement.

What did you study before coming Japan?
I graduated from Hue University of Medicine and 
Pharmacy (HUMP), Vietnam in 2011 and took the 
residency rotation while working as a lecturer at the 
Department of Orthopedics Surgery, HUMP hospital from 
2011 to 2013. In 2014, I took a 6 months course for 
medical graduates at Kaplan Medical, Auckland, New 
Zealand. At the end of 2014, I received the scholarship 
from the American Academy of Orthopedic Surgeon 
(AAOS) for a short-term training course specialized in hip 
arthroplasty at Mayo Clinic, Minnesota, USA.

Your original country
I come from Hue city, located in central Vietnam on the 
banks of Perfume River, just about 10km inland from the 

研究テーマを教えてください。
私は現在、浜松医科大学博士課程2年生です。整形
外科に所属して松山教授、星野准教授のもと医学
の勉強と研究を行っています。私は関節外科医であ
り、特に股関節鏡手術、人工股関節置換術を専門
にしています。日本に来て最初の1年は高齢者にお
ける股関節パラメータの骨粗鬆症診断への応用と
いう研究を行ってきました。現在は2つ目のテーマで
ある、femoral acetabular impingement (FAI)患
者における3D画像を用いた股関節シミュレーション
という研究を行っています。

日本に来るまでは
どこでどんな勉強をしていましたか？

私はベトナムのHue University of Medicine and 
Pharmacyを2011年に卒業し、同病院で整形外科
のレジデントとして3年間働きました。その後、2014
年にニュージーランドのKaplan大学で6か月の卒後
医学教育を受けました。2014年末にはAmerican 
Academy of Orthopedics Surgeonのスカラーシッ
プを利用してミネソタのMayo clinicで人工股関節
手術のトレーニングを受けました。

ベトナムについて教えてください。
私の出身地であるフエ市はベトナムの中央でフォン
川のほとりに位置し、海からは10kmほど離れてい

East Sea. Being the capita l c i ty of V ietnam for 
approximately 150 years during feudal time, the city is 
well known for its historic monuments, especially the 
Imperial city and tombs of several emperors, which have 
earned it a place in UNESCO's World Heritage Sites. A 
number of French-style buildings, the oldest high school 
in Vietnam and a large number of pagodas are among 
great places of interest in the city. Hue’s royal style food 
and customs are also attractive to lots of foreigners during 
their time travelling to Vietnam.

Why did you choose HUSM?
In my three years time working as a surgeon, I gained 
lots of clinical experience in orthopedics surgery. 
Especially, I had the opportunity to participate in 
orthopedics conferences and training courses held by 
international delegations from AAOS-USA, Australia, 
Germany… I soon real ized the big gap between 
developed and developing countries in every point of 
orthopedics surgery, from technical to clinical issues. 
These facts encouraged my idea of getting more training 
and researching in highly developed country’s universities 
oversea.
By reading articles published by HUSM, I was influenced 
by the multiple way addressing various joints issues from 
clinical, biochemical levels to radiographic and diagnostic 
imaging views. I was also really excited to have a chance 
to meet Dr. Hironobu Hoshino who specialized in hip 
surgery and I found his work was closest to what I 
wanted to pursue for my doctoral degree. During the time 

ます。150年前の帝国時代には首都であり、数々の
有名な歴史的な建造物が存在します。帝国時代の
市街地、皇帝のお墓などはユネスコの世界文化遺
産にも登録されています。そのほかベトナム最古の高
校、数多くの塔やフランス式建物などが人々の関心
を集めています。フエの王宮式の食事や習慣は多く
の外国人観光客を魅了しています。

浜松医科大学での研究を選んだ理由は？
臨床医として働いた3年間のなかで整形外科医とし
てたくさんの経験を得ることができました。特に、国
際派遣として参加したアメリカ、オーストラリア、ドイツ
などでのカンファレンスや手術実習の経験は貴重な
ものでした。そこで私は先進国と発展途上国の技術
的・学問的な医療格差を実感致しました。これらの
経験が私をより高いレベルでの海外留学へと駆り
立てました。
浜松医科大学から発表された論文を拝読し、関節
疾患に対して臨床的、生化学的、X線学的という多
方面からアプローチをしていることに感銘を受けま
した。股関節専門医である星野准教授と直接お会
いして、私の関心のある分野を研究されていること
でさらに興味がわきました。星野先生のやさしさと
熱心な御助力には大変感謝しています。浜松医科
大学には多くの有能な医師や学生が互いに切磋琢
磨しており、私もその中に身を投じてみたいと思うよ
うになりました。

contacting Dr. Hoshino, I appreciated his kind and 
enthusiastic help and I realized HUSM was a place of 
competitive and collaborative environment with hundreds 
of talented professors, doctors and students and I did 
hope to integrate myself with the whole academically 
challenging system at HUSM.

How is your life in HUSM?
It is my great honor to have such a great opportunity to 
work and do research with famous and talented Japanese 
doctors in the department, who are not only extraordinary 
orthopedists but also affable and enthusiastic teachers. I 
was warmly welcomed and affectionately guided from the 
very first day coming to HUSM. This has helped me 
finish my first research within my first year in HUSM 
and got accepted for the oral presentation at the Japanese 
Orthopedics Association Annual Meeting in 2016. Besides 
studying, I have also joined the school’s badminton club 
and had wonderful time with other Japanese medical 
students by practicing and participating in several 
tournaments under HUSM uniform. The kindness of all 
the doctors, staffs and students at HUSM, along with 
Hamamatsu’s peaceful and beautiful landscape brings me 
enjoyment, comfort and unforgettable memories in my 
everyday life in Japan.

浜松医科大学での生活はどうですか？
親しみやすく熱心で、優秀な日本の先生方と仕事
や研究ができる機会を与えていただいたことに感謝
します。皆さんが初日から私を温かく向かえ、優しく
導いてくださいました。おかげさまで最初の研究を
初年度で終えることができ、日本整形外科学会学
術集会にて口演発表することができました。勉強以
外ではバトミントン部に所属し、いくつもの試合に浜
松医科大学のユニフォームを着て参加し、学生とと
もに素敵な時間を過ごさせていただいています。浜
松医科大学に所属する先生、スタッフ、学生の皆様
のやさしさ、平和で美しい浜松の景色のおかげで、
日本で暮らす毎日が私にとっては楽しく、忘れられ
ない思い出となっています。

留学生の紹介

浜松医科大学の有能な医師や学生と共に
切磋琢磨したいと思います。

 International Student Introduction

大学院医学系研究科（博士課程）2年 整形外科講座

Nguyen Nguyen Thai Bao
（グエン・グエン・タイ・バオ）

ベトナム
出身国

enjoyment, comfort and unforgettable memories in my
everyday life in Japan.

ど

（　）内数字は、内数で女子を示す。
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大学ニュース 国家試験合格状況

医師国家試験合格状況 [医学科卒業者] 保健師国家試験合格状況 [看護学科卒業者]
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卒業者数

合格者数〈既卒を含む〉 （　）は新卒の3年次編入生で内数

受験者数〈既卒を含む〉

全国平均合格率
（既卒を含む）

合格率（既卒を含む）

第110回医師国家試験大学別合格状況

順位 受験者数 合格者数 合格率学校名

（既卒を含む）

平成24年
（第106回）

平成25年
（第107回）

平成26年
（第108回）

平成27年
（第109回）

平成28年
（第110回）

平成24年
（第98回）

平成25年
（第99回）

平成26年
（第100回）

平成27年
（第101回）

平成28年
（第102回）

平成24年
（第101回）

平成25年
（第102回）

平成26年
（第103回）

平成27年
（第104回）

平成28年
（第105回）

5454 5454

65
（11）

65
（11）

5555 5555

64
（9）

64
（9）

5757 5757

66
（9）

66
（9）

6262 6262

72
（10）

72
（10）

5858 5858

68
（10）

68
（10）

68
（10）

68
（10）

69
（10）

69
（10）67
（10）

67
（10）

72
（10）

72
（10）

73
（10）

73
（10）72
（10）

72
（10）

66
（9）

66
（9）

67
（9）

67
（9）

63
（9）

63
（9）

65
（11）

65
（11）64
（10）

64
（10）

64
（10）

64
（10）

64
（9）

64
（9）

64
（9）

64
（9）

64
（9）

64
（9）

102102
105105

103103

9393
9595

8888

100100

107107
105105 105105

107107 106106

118 119
114114

97.1
94.0

98.6 100

86.0

96.0

86.5

94.4

100

89.8

90.1 88.8 89.8 90.0 89.4

100 100 100 100 100

11119

99.198.198.1
92.6

89.8
90.6 91.2

95.8

91.5

998 1 98 1

順位 受験者数 合格者数 合格率学校名 順位 受験者数 合格者数 合格率学校名

順位 受験者数 合格者数 合格率学校名 順位 受験者数 合格者数 合格率学校名

1

1

3

4

4

6

7

8

9

10

11

11

13

13

15

16

17

18

19

20

21

21

23

24

25

25

27

27

27

30

31

32

33

34

35

35

37

38

39

40

40

42

43

44

44

44

47

47

49

50

51

51

53

53

55

56

57

58

58

58

61

62

63

63

65

66

67

67

69

69

71

71

73

74

75

76

77

78

79

80

81

99.1%

99.1%

98.5%

98.2%

98.2%

97.8%

97.5%

97.2%

96.6%

96.2%

96.0%

96.0%

95.8%

95.8%

95.3%

95.2%

108

114

132

108

108

88

117

104

115

100

97

72

114

92

122

100

109

115

134

110

110

90

120

107

119

104

101

75

119

96

128

105

和歌山県立医科大学｠

自治医科大学｠

東京医科大学｠

順天堂大学医学部｠

東京慈恵会医科大学｠

横浜市立大学医学部｠

日本大学医学部｠

福島県立医科大学｠

千葉大学医学部｠

札幌医科大学｠

佐賀大学医学部｠

名古屋市立大学医学部｠

｠

大阪市立大学医学部｠

東北大学医学部｠

兵庫医科大学｠

94.9%

94.8%

94.7%

94.5%

94.4%

94.4%

94.3%

94.2%

94.1%

94.1%

93.8%

93.8%

93.8%

93.3%

93.1%

93.0%

92.9%

129

109

108

103

117

117

100

97

111

96

120

121

105

98

121

132

105

136

115

114

109

124

124

106

103

118

102

128

129

112

105

130

142

113

山形大学医学部｠

東邦大学医学部｠

島根大学医学部｠

藤田保健衛生大学医学部｠

金沢大学医学部｠

大阪大学医学部｠

大阪医科大学｠

日本医科大学｠

筑波大学医学専門学群｠

東京医科歯科大学医学部｠

秋田大学医学部｠

山梨大学医学部

慶應義塾大学医学部

金沢医科大学

弘前大学医学部

新潟大学医学部

京都府立医科大学

京都大学医学部｠

滋賀医科大学｠

埼玉医科大学｠

広島大学医学部｠

岡山大学医学部｠

山口大学医学部｠

徳島大学医学部｠

昭和大学医学部｠

長崎大学医学部｠

名古屋大学医学部｠

群馬大学医学部｠

富山大学医学部｠

三重大学医学部｠

旭川医科大学｠

川崎医科大学｠

産業医科大学｠

鳥取大学医学部｠

111

123

124

122

125

135

108

121

119

116

114

114

136

135

124

111

108

103

114

115

113

115

124

99

111

109

106

104

104

124

123

113

101

98

92.8%

92.7%

92.7%

92.6%

92.0%

91.9%

91.7%

91.7%

91.6%

91.4%

91.2%

91.2%

91.2%

91.1%

91.1%

91.0%

90.7%

北海道大学医学部｠

近畿大学医学部｠

宮崎大学医学部｠

東京女子医科大学｠

防衛医科大学校｠

福井大学医学部｠

琉球大学医学部｠

熊本大学医学部｠

大分大学医学部｠

奈良県立医科大学｠

神戸大学医学部｠

香川大学医学部｠

東京大学医学部｠

聖マリアンナ医科大学｠

愛媛大学医学部｠

岐阜大学医学部｠

愛知医科大学

114

104

112

123

81

109

128

117

116

116

115

113

122

112

129

118

114

103

94

101

111

73

98

115

105

104

104

103

101

109

100

115

105

101

90.4%

90.4%

90.2%

90.2%

90.1%

89.9%

89.8%

89.7%

89.7%

89.7%

89.6%

89.4%

89.3%

89.3%

89.1%

89.0%

88.6%

関西医科大学｠

獨協医科大学｠

北里大学医学部｠

信州大学医学部｠

高知大学医学部｠

東海大学医学部｠

福岡大学医学部｠

九州大学医学部｠

杏林大学医学部｠

鹿児島大学医学部｠

帝京大学医学部｠

久留米大学医学部｠

岩手医科大学｠

認定及び予備試験｠

総　合　計

123

122

122

124

124

122

120

114

98

113

128

138

127

118

109

108

108

109

109

107

105

99

85

97

109

117

107

63

88.6%

88.5%

88.5%

87.9%

87.9%

87.7%

87.5%

86.8%

86.7%

85.8%

85.2%

84.8%

84.3%

53.4%

91.5%9,434 8,630

浜松医科大学附属病院勤務
看護学科18期生（平成28年3月卒業）

13 95.8%114119浜松医科大学

渡邉 里緒／塩澤 幸史

17 18



平成27年度
卒業者進路状況大学ニュース

本学附属病院

本学附属病院

国立病院等

その他病院

国・県・市・
健診センター

企業

進学

公立病院

公立大学病院

私立立大学病院

公立大学病院

私立立大学病院

国立病院等

公立病院

国立大学
附属病院

国立大学
附属病院

平成27年度
卒業者進路状況

就職先等 内 訳 （人）人数 就職先等 内 訳 （人）人数

看護学科

医学科

卒業者 64人

卒業者 118人

大学ニュース

就職先等 内 訳 （人）人数 就職先等 内 訳 （人）人数

浜松医科大学医学部附属病院
東京大学医学部附属病院
東京医科歯科大学医学部附属病院
千葉大学医学部附属病院
信州大学医学部附属病院
神戸大学医学部附属病院
京都大学医学部附属病院
名古屋市立大学病院
横浜市立大学附属市民総合医療センター
国際医療福祉大学熱海病院
昭和大学病院
順天堂大学医学部附属病院
豊橋医療センター
独立行政法人国立病院機構東京医療センター
国立病院機構名古屋医療センター
磐田市立総合病院
浜松医療センター
静岡県立総合病院
静岡市立静岡病院
市立島田市民病院
中東遠総合医療センター
焼津市立総合病院
藤枝市立総合病院
富士宮市立病院
近江八幡市立総合医療センター
小牧市民病院
青梅市立総合病院
小田原市立病院
京都市立病院
神戸市立医療センター中央市民病院
さいたま市立病院

草加市立病院
名古屋市立東部医療センター
平塚市民病院
藤沢市民病院
JA静岡厚生連　遠州病院
聖隷三方原病院
聖隷浜松病院
静岡済生会総合病院
静岡赤十字病院
ＪＣＨＯ東京新宿メディカルセンター
ＮＴＴ東日本関東病院
板橋中央総合病院
東京逓信病院
一宮西病院
京都第二赤十字病院
倉敷中央病院
国家公務員共済組合連合会　虎の門病院
社会医療法人財団大和会　東大和病院
社会福祉法人恩賜財団済生会横浜市南部病院
同愛記念病院
豊田厚生病院
トヨタ記念病院
名古屋第二赤十字病院
成田赤十字病院
日本赤十字社医療センター
星ヶ丘医療センター
横須賀共済病院
横浜市立みなと赤十字病院

22
1
4
2
1
1
1
2
3
1
1
1
1
1
1
7
2
5
7
1
3
1
2
1
1
1
1
1
1
1
2

22

10

5

3

3

42

1
1
1
2
1
2
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
4

29

4

浜松医科大学医学部附属病院
東京大学医学部附属病院
名古屋大学医学部附属病院
京都大学医学部附属病院
名古屋市立大学附属病院
横浜市立大学附属市民総合医療センター
日本医科大学付属病院
北里大学病院
国立成育医療研究センター
静岡県立総合病院
静岡県立静岡こども病院
静岡県立静岡がんセンター
静岡市立静岡病院
藤枝市立総合病院
豊川市民病院
豊橋市民病院
公立陶生病院
大垣市民病院
横浜市立市民病院

すずかけセントラル病院
聖隷三方原病院
聖隷浜松病院
静岡赤十字病院
静岡済生会総合病院
医療法人社団　青虎会フジ虎ノ門整形外科病院
医療法人大壮会　久喜すずのき病院
横浜市立みなと赤十字病院
社会福祉法人親善福祉協会国際親善総合病院
医療法人横浜柏堤会戸塚共立第2病院
浜松市保健師
島田市保健師
静岡市保健師
プライムアースＥＶエナジー株式会社
スズキ株式会社
本田技研工業(株)浜松製作所
浜松医科大学大学院助産師養成コース
聖隷クリストファー大学助産学専攻科
浜松医科大学医学部看護学科  教務補佐員

15
2
2
1
1
1
1
1
1
7
1
1
1
1
1
1
2
1
1

15

5

2

2

1

17

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
3
1

10

3

3

5

1

公立病院

その他病院

国家試験不合格

その他

合計 118

合計 64

P R I Z E  W I N N E R S

学会賞等受賞

超音波診断装置を用いた下肢屈曲による
大腿静脈径変化の検討

賞の名称

第11回日本医学
シミュレーション学会 
最優秀演題賞

平成28年
1月31日

手術部 助教

木村 哲朗

The role of FLRT2, a new axon guidance 
molecule, in development of the vascular 
systems

第2回血管生物若手研究会
血管生物医学若手優秀賞

平成28年
3月5日

解剖学講座
（神経機能学分野） 助教

山岸　覚

血漿中プレガバリン濃度の迅速測定法の開発と
その神経障害性 痛患者への適用

日本薬学会第136年会
優秀発表賞

平成28年
3月28日

薬剤部 薬剤師

吉川 望美

医療事故報道の臨床研修マッチングに及ぼす影響
第113回日本内科学会総会・講演会
医学生・研修医の「日本内科学会
ことはじめ 2016東京」優秀演題賞

平成28年
4月16日

医学部医学科4年

大野　航
Introduction of point-of-care testing and intervention 
in the transfusion unit decreases perioperative 
bleeding, shortens operative time and facilitates 
appropriate dosage of blood transfusions

日本輸血・細胞治療学会　
村上記念奨励賞

平成28年
4月28日

輸血細胞治療部
臨床検査技師

山田 千亜希
大きな子宮筋腫子宮に対する、腹腔鏡補助による整容性
を考慮した腹式子宮全摘術（Laparoscopic-assisted 
Laparotomy Hysterecotmy: LALH）

平成28年度静岡産科婦人科学会
春季学術集会
奨励賞

平成28年
5月29日

周産母子センター医員

福地 千恵

独居高齢者の社会的交流に関する質的研究第7回日本プライマリ・ケア連合学会
地域ケアネットワーク特別賞

平成28年
6月12日

医学部医学科4年

本間　侑

リンパ還流不全による静脈壁ならびに静脈周囲組
織変性についての実験的検討

日本静脈学会
YIA賞

平成28年
6月23日

医生理学講座 助教

田中 宏樹

Characteristics and surgical outcomes of 
consecu t i v e  exo t rop i a  o f  d i f f e r en t  
etiologies

日本弱視斜視学会
第36回学会賞（廣石賞）

平成28年
6月24日

眼科 非常勤医師

澤田 麻友

Prenatal stress causes loss of GABAergic 
in te rneurons  and PNNs in  mPFC o f  
GAD67-GFP knock-in mouse.

第5回日本DOHaD研究会
学術集会 優秀ポスター賞

平成28年
7月24日

神経生理学講座
技術補佐員

王　天英

Dress ing  l iv ing  organ isms in  a  th in  
polymer membrane, the NanoSuit, for 
high-vacuum FE-SEM observation

第31回日本顕微鏡学会
論文賞 応用研究（生物）
Biomedicine

平成28年
6月15日

先進機器共用推進部
技術専門員

太田　勲
総合人間科学講座（生物学）
特任助教

髙久 康春
総合人間科学講座（生物学）
教授

針山 孝彦

受賞者受賞年月日 受賞内容(研究題目)

山崎昇名誉教授、国際心臓血管学会Lifetime Achievement Awardを受賞

山崎 昇 名誉教授（第4代学長）が、これまでの心臓血管研究に関する業績が認められ、国際心臓
血管学会（International Academy of Cardiovascular Science）の「Lifetime Achievement 
Award in Cardiovascular Science, Medicine and Surgery」を受賞しました。
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▼子供との写真

　皆さん、こんにちは。私は2009年3月に
浜松医科大学を卒業し、5年間順天堂大
学医学部附属静岡病院の救命センター
で勤務後、2014年4月からは聖隷浜松
病院のICUでの勤務に並行して、浜松医科
大学大学院医学系研究科修士課程（看護
学専攻）に入学し、急性・重症患者看護
専門看護師の資格取得を目指して忙しく
も充実した毎日を送らせていただいてい
ます。
　学部生時代には看護師になることに
疑問を感じ、医師に憧れを抱いたことも
ありましたが、一緒に悩み励ましてくれた
3人の同級生に支えられ、救命に携わり
たいという初心に帰り、看護師としてクリ
ティカルケア領域に身を投じる覚悟が
出来ました。3人の同級生とは今でも親交
が深く、仕事を始めてからも幾度となく励
まされてきましたし、家族を巻き込んでの
食事会や宿泊会を定期的に行なうなど、
仕事と私生活、共に私にとってよい影響
を与え続けてくれています。また、妻との
間には先日2人目の子供も授かり、仕事と
大学院の傍ら2児の父としての役割を家
庭でも与えてもらうことが出来ました。ご
想像の通り、確かにイライラしたり、疲れて
しまうことも多々あります。しかしそれでも
決して嫌だと思わないのは、クリティカル
な状況にある患者様やそのご家族との

関わりによって、私自身の何気ない日常
が如何に幸せなことなのかを実感させて
くれているからだと思っています。そして
またそれは、私に自己研鑽をする動機を
与えてくれ、クリティカルな状況にある患者
様とそのご家族に対するより一層のケア
へと繋げてくれます。クリティカルケア領域
では看護が可視化されにくい現状を訴え
る方々もいますが、私自身は最近では
それらの気付きによって、確かにクリティカ
ルケア領域にもケアリングが存在する事
を自覚する事が出来るようになりました。
　ところで、クリティカルケア領域では近年
PICS (Post Intensive Care Syndrome)
と呼ばれる概念が提唱されるなど、救命
を越え、その後の患者様とそのご家族の
QOLにまで目が向けられるようになって
きています。つまり私たちクリティカルケア
看護師が患者様を看る際、ICUでの状態
のみをモニタリングすればいいのでは
なく、今までどのような人生を歩んできた
のか、そして今後どのような人生を歩んで
いくのかといった所にまで自分のケアの
中に患者様を落とし込めなければなり
ません。またそうすることで、例え鎮静剤や
原疾患の作用等によってコミュニケー
ションがとれず単にベッドに横たわって
いる患者様であっても、１人の人として
自然に声をかける事ができるようになる

のではないでしょうか。私は今、ケアリング
の先にある答えが患者様とそのご家族の
well-beingであることを信じ、患者様が
迎える結末がどのようなものであっても、
その体験自体が患者様もしくはそのご家族
にとって何らかの成長に繋がるような支援
的介入を心がけています。
　クリティカルケア看護は未だにその歴史
は浅く、今後さらなる発展が期待されて
いる領域ですが、個人的には既存の看護
概念に捕われることなく、様々なイノベー
ションが臨床現場には必要だと感じて
います。患者様の持てる力を整え発揮
出来るよう、より効果的な支援をしていく
ために、クリティカルケア看護師が主体的
に患者様にエコーをあて、薬の調整を行
い、呼吸器のウィーニング（人口呼吸器か
ら離脱させること）を行なうことが求めら
れる時代もすぐそこまで来ているのではな
いでしょうか。

看護学科11期生
（平成21年3月卒業）

　増田 喜昭

卒
業
生は

皆皆さんさん、こんにちは。私は200
浜松医科大学を卒業し、5年間
学医学部附属静岡病院の救命

はは

今 クリティカルケア看護の可能性
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医学科27期生
（平成18年3月卒業）

稲村 幸洋

　皆様こんにちは。私は2006年3月に
浜松医科大学を卒業し、川口市立医療
センターの初期研修を経て、東京医科歯科
大学循環器内科医局に入局、大学での
一年間の後期レジデントを経験したのち、
青梅市立総合病院、横浜南共済病院を
経て、2014年6月から現在のさいたま赤
十字病院で循環器科医師として勤務して
おります。
　私は学生時代から救急医療に憧れて
おり、そのため救急疾患を多く勉強できる
地元の病院で研鑽を積みたいと考え
研修病院を選択しました。急性期医療に
携わる中で、内科疾患の急性期医療の
重要さと魅力に取りつかれ、最も内科
急性期を経験できる循環器内科を選択
しました。循環器内科医になりたてのころ
は虚血性心疾患に対するカテーテル治療
に多くの時間を注ぎましたが、現在は主に
不整脈に対するカテーテルアブレーション
を中心に行っております。今回は少し私の
専門領域の紹介をしたいと思います。
　不整脈と一概に言っても様々な種類が
存在します。心房細動などの心房起源の
不整脈や心室頻拍などの心室起源のもの
など、多くの不整脈は今まで薬が主な治療
法でした。しかしここ10年程度で治療法
は劇的に変化を遂げ、現在多くの不整脈
においてカテーテルでの治療が可能に

なってきています。特に心房細動は脳梗塞
のリスクとなるため、多くの施設で積極的
にアブレーション治療を取り入れております。
現在所属しているさいたま赤十字病院
循環器科は特に不整脈診療に力を入れて
おり、最新の治療である心房細動に対する
冷凍バルーンを用いたクライオアブレー
ションという治療を積極的に取り入れ、
現時点で全国トップの件数を誇っており
ます。この治療は心房細動のアブレーション
を早ければ1時間半程度で行うことが
可能となり、患者さんの負担軽減にも
つながります。現病院はカテーテル室が
2室(うち1室は他科と共用)しかないため、
しばしば帰宅が遅くなることもありますが、
クライオアブレーションを導入後は比較的
終了時間も早くなり体力的にも大変助
かっております。2017年1月には病院が
さいたま新都心駅前に移転します。今後
さらに患者数の増加が予想され忙しさも
増すでしょうが、新しい病院で気持ちを
新たに頑張っていきたいと思います。
　不整脈領域は浜松医科大学卒業生が
多く活躍している領域でもあります。当院
でもつい最近まで2003年卒の林達哉先生
が在籍しており、また現在は大学の同期
である高宮智正先生と一緒に不整脈治療
に携わっております。他施設においても多く
の浜松医科大学卒業生が第一線で活躍

されております。このように浜松医科大学
の卒業生であることを誇りにもって活躍
できる領域でもあることは大変魅力的で
あると考えております。
　医者になってから時間の経過はあっと
いう間で、私もいつのまにか新しい家庭
を持ち一家を支える立場となりました。これ
からは自分の健康にも気をつけ、家族を
支えていかないといけません。私は卒業後
浜松という土地からは離れてしまいまし
たが、浜松医科大学の卒業生であることを
胸にこれからも頑張っていきたいと思い
ます。

さいたまの地で、浜松医科大学の卒業生として
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▼職場の集合写真。とても働きやすい環境です。

心室頻拍のアブレー
ション中。助手は浜松
医大同期の高宮先生
です。

◀

▲2人の娘たち。子供たちの笑顔に癒されます。 ▲同期の田中智樹君と

救命処置の
訓練デモの様子▶
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